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意見が分かれた議案の賛否一覧表
本会議での賛否を公開します。掲載のない議案は全会一致で可決されました。
賛成は○、反対は×。棄権、除斥等は「―」。議長は採決に加わらないので「／」で表示しています。

会 派 名 新風とよおか とよおか市民クラブ ひかり
日本共産党・
あおぞら豊岡
市会議員団

豊岡市議
会公明党

豊
岡
維
新
の
会 審

議
結
果

議 員 名

議案名等

浅
田　
　

徹

上
田　

倫
久

岡
本　

昭
治

関
貫
久
仁
郎

木
谷　

敏
勝

清
水　
　

寛

田
中
藤
一
郎

土
生
田
仁
志

井
垣　

文
博

伊
藤　
　

仁

井
上　

正
治

嶋
﨑　

宏
之

椿
野　

仁
司

福
田　

嗣
久

松
井　

正
志

青
山　

憲
司

足
田　

仁
司

西
田　
　

真

上
田　

伴
子

奥
村　

忠
俊

村
岡　

峰
男

芦
田　

竹
彦

竹
中　
　

理

石
津　

一
美

第22号議案　平成30年度豊岡市一
般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 可

決
第32号議案　平成31年度豊岡市一
般会計予算 ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 可

決
議報第2号　陳情第2号「最低賃金の
改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の採択を求める陳情書

○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○
不
採
択

3月定例会

　

２
月
22
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で
の
33
日
間
の
会
期
で
、
３
月
定
例
会
を
開
催
し
、
新
年

度
予
算
を
は
じ
め
、
事
件
決
議
、
条
例
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
49
件

お
よ
び
陳
情
２
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

26
日
の
最
終
日
に
は
、
各
委
員
長
が
審
査
結
果
を
報
告
し
た
後
、
採
決
を
行
い
、
提
出

議
案
49
件
は
原
案
ど
お
り
了
承
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
は
、
１
件
を
採
択
、
１
件
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

平成31年度平成31年度
豊岡市一般会計予算案など、豊岡市一般会計予算案など、
賛成多数で可決！賛成多数で可決！
その他　条例一部改正案、人事案件などは全会一致で可決その他　条例一部改正案、人事案件などは全会一致で可決

　

３
月
定
例
会
で
は
、
代
表

質
問
に
５
人
、
一
般
質
問
に

16
人
の
議
員
が
演
壇
に
立
ち

ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
を
は
じ
め
、

「
地
方
創
生
事
業
」「
消
費

税
増
税
」「
生
涯
学
習
サ
ロ

ン
」「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
」「
子
ど
も
の
貧
困
対

策
」「
幼
児
教
育
無
償
化
」

な
ど
、
多
く
の
市
政
課
題
に

対
す
る
質
問
や
意
見
提
起
を

行
い
ま
し
た
。

事
件
決
議

新
市
建
設
計
画
の
変
更

　

合
併
特
例
債
の
発
行
期
限

延
長
措
置
等
に
伴
い
、
新
市

建
設
計
画
の
計
画
期
間
お
よ

び
財
政
計
画
を
変
更
す
る
。

辺
地
総
合
整
備
計
画
の

策
定

　

公
共
的
施
設
の
整
備
に
あ

た
り
、
辺
地
事
業
債
を
活
用

す
る
た
め
、
新
た
に
計
画
を

策
定
す
る
。

北
但
行
政
事
務
組
合
規
約

の
変
更

　

議
員
定
数
を
16
名
か
ら
12

名
に
変
更
す
る
も
の
で
、
組

合
を
構
成
す
る
市
町
の
同
文

議
決
が
必
要
な
も
の
。

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更

　

過
疎
債
に
係
る
予
算
措
置

等
に
伴
い
、
計
画
を
変
更
す

る
。条

例
関
係

事
務
分
掌
条
例
の

一
部
改
正

　

総
務
部
の
事
務
分
掌
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

に
関
す
る
事
項
を
加
え
る
。

防
災
会
議
及
び
国
民
保
護

協
議
会
条
例
の
一
部
改
正

　

委
員
の
定
数
を
40
名
か
ら

45
名
以
内
に
改
め
る
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

ゴ
ミ
袋
の
大
袋
を
１
袋
に

つ
き
50
円
か
ら
52
円
に
、
小

袋
を
25
円
か
ら
23
円
に
改
め

る
。

可
決
し
た
主
な
議
案
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災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
利

率
並
び
に
償
還
方
法
を
改
め

る
。指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
及
び
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
等
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
、
共
生
型
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
基
準
を

定
め
る
。

企
業
立
地
促
進
条
例
の
一

部
改
正

　

娯
楽
業
の
う
ち
文
化
芸
術

の
創
造
又
は
提
供
す
る
も
の

の
施
設
お
よ
び
設
備
な
ら
び

に
奨
励
措
置
に
つ
い
て
、
常

用
従
業
員
の
新
規
雇
用
者
数

の
人
数
要
件
の
規
定
を
削
除

す
る
。

代表質問のようす

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案

　

次
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

反
対
、
賛
成
の
討
論
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
豊
岡
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
11
号
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
（
繰
越
明
許
費
）

５
億
２
３
４
９
万
７
千
円

　

今
年
10
月
に
施
行
予
定
の

消
費
税
増
税
に
よ
る
低
所
得

世
帯
、
子
育
て
世
帯
へ
の
影

響
緩
和
策
な
ら
び
に
地
域
経

済
活
性
化
策
の
事
業

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

対
象
者
が
少
な
い
。
消
費

税
増
税
は
ま
だ
未
確
定
だ
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

消
費
税
増
税
が
前
提
で
、

消
費
減
少
の
緩
和
事
業
だ
。

（
会
派
：
と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ
）

平
成
30
年
度
豊
岡
市
一
般

会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の

●
生
涯
学
習
サ
ロ
ン
整
備
事

業
（
繰
越
し
・
債
務
負
担
）

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金

推
進
事
業
（
減
額
見
込
み
）

●
豊
岡
市
消
防
本
部
の
長
時

間
録
音
装
置
修
理
（
繰
越
明

許
）平

成
31
年
度
豊
岡
市
一
般

会
計
予
算

平
成
31
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算

４
６
６
億
５
７
０
０
万
円

〈
討
論
項
目
〉

①
市
民
税
・
固
定
資
産
税
の

超
過
課
税

②
乳
幼
児
等
医
療
助
成
事
業

③
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業④
但
馬
空
港
利
用
促
進
（
運

賃
補
助
金
）

⑤
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

（
ペ
レ
ッ
ト
製
造
）

反
対
討
論
（
要
旨
）

①
全
国
唯
一
で
あ
り
、
裕
福

で
な
い
市
民
へ
の
超
過
課
税

は
酷
だ
。

②
県
下
で
本
市
だ
け
が
有
料
。

市
民
要
望
の
強
い
医
療
費
無

料
化
を
す
べ
き
だ
。

③
対
象
者
が
市
民
の
約
４
分

の
１
に
過
ぎ
な
い
。
消
費
税

増
税
の
決
定
後
で
よ
い
。

④
他
の
補
助
金
に
比
べ
て
高

い
。
補
助
率
を
見
直
す
べ
き

だ
。

⑤
大
き
な
投
資
で
あ
り
、
需

要
も
あ
る
こ
と
か
ら
ペ
レ
ッ

ト
製
造
を
継
続
す
べ
き
だ
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

①
依
然
と
し
て
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

な
財
政

状
況
で
あ
り
、
安
定
し
た
財

政
基
盤
が
必
要
だ
。

②
子
育
て
支
援
策
と
し
て
の

必
要
性
は
認
め
る
が
、
当
局

よ
り
「
研
究
す
る
」
と
い
う

姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

③
消
費
税
増
税
に
よ
る
消
費

の
落
ち
込
み
を
や
わ
ら
げ
る

も
の
で
妥
当
だ
。

④
新
型
機
が
就
航
し
、
利
用

者
も
増
加
し
て
い
る
。
利
用

促
進
の
た
め
必
要
だ
。

（
会
派
：
新
風
と
よ
お
か
）

（
会
派
：
と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ
）

（
会
派
：
ひ
か
り
）
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一 般 会 計
予算の概要

ーバルシティ～ の実現をめざしてーバルシティ～ の実現をめざして
バイオマスタウン構想などへの意見要望もバイオマスタウン構想などへの意見要望も

一般会計予算額を “家計”に例えると…
一般会計予算額466億5,700万円を月収30万円（年収360万円）の家計に置き換えてみました。

31年度 30年度

給料 18万3千円
（61.0%）

18万6千円
（62.0%）

うち基本給
（市税） 6万3千円 6万5千円

うち諸手当、期末手当
（地方交付税など） 12万円 12万1千円

パート収入
（使用料及び手数料）

5千円
（  1.7%）

5千円
（  1.7%）

親からの仕送り
（地方譲与税、国県支出金など）

5万6千円
（18.7%）

5万2千円
（17.3%）

事業収入
（分担金及び負担金、諸収入など）

1万6千円
（  5.3%）

1万6千円
（  5.3%）

預貯金の取崩し
（繰入金）

1万8千円
（  6.0%）

1万6千円
（  5.3%）

借金（市債） 2万2千円
（  7.3%）

2万5千円
（  8.4%）

合　　計 30万円
（100.0%）

30万円
（100.0%）

31年度 30年度

食費
（人件費）

5万2千円
（17.3%）

5万3千円
（17.9%）

光熱費などの生活費
（物件費・補助費等）

10万4千円
（34.7%）

9万8千円
（32.8%）

家族の医療費
（扶助費）

4万6千円
（15.3%）

4万5千円
（15.0%）

車や家具の修理費
（維持補修費）

2千円
（  0.7%）

2千円
（  0.5%）

子どもたちへの仕送り
（他会計操出金）

1万7千円
（  5.7%）

1万7千円
（  5.8%）

家の増改築など
（投資的経費）

3万円
（10.0%）

3万3千円
（10.9%）

貯金など
（積立金・貸付金・出資金）

6千円
（  2.0%）

7千円
（  2.2%）

借金返済
（公債費）

4万3千円
（14.3%）

4万5千円
（14.9%）

合　　計 30万円
（100.0%）

30万円
（100.0%）

収　　　入 支　　　出

　歳入を自主財源（市税など）と依存財源（地方交付税、国・県支出金など）に分けると、地方交
付税は予算額の約36％を占める依存財源です。しかし、その目的は、税収の多い自治体と少ない自
治体間の財源調整などのために、国が集めた税を地方自治体に再配分しているものであり、本来的
に地方自治体の収入と言えることから、ここでは「給料（諸手当、期末手当）」に区分しています。

予
算
決
算
委
員
会
の

意
見
・
要
望

〇
県
下
市
町
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

乳
幼
児
等
・
子
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
の
必
要
性
を
認
識
し
、

検
討
す
る
こ
と

〇
生
涯
学
習
サ
ロ
ン
整
備
事
業
費

の
適
正
化
を
検
証
し
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
利

活
用
を
検
討
す
る
こ
と

〇
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

向
け
て
、
乳
幼
児
人
口
の
推
移

を
見
通
し
、
市
民
意
見
等
を
十

分
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

〇
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
は
、

消
費
者
の
利
用
面
や
商
店
等
の

負
担
を
考
慮
し
た
ス
キ
ー
ム
を

検
討
す
る
こ
と

〇
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
事
業

の
ペ
レ
ッ
ト
供
給
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
目
的
に
沿
っ
た
事
業
展
開
を

検
討
す
る
こ
と

〇
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
よ
お
か
寄
付
金

の
品
目
や
Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
の
見

直
し
を
進
め
る
こ
と

〇
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
国
内

販
売
の
促
進
に
努
め
る
こ
と

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡
➡

一般一般一般一一 会計会計会計般会般会般会般 予算予算予算計予計予計予会計 額を額を額を算額算額算額算 “家“家“家を “を “を 額を 計”計”に計”家計家計家計家計 例例えに例に例に例”に”に るとるとえるえるえる例え例え ……と…と…と…とると
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小さな世界都市 ～ローカル＆グロ小さな世界都市 ～ローカル＆グロ
議会からは子ども医療費、生涯学習サロン、議会からは子ども医療費、生涯学習サロン、

ーバルシティ～ の実現をめざして
バイオマスタウン構想などへの意見要望も

地方創生のうち移住や若者の定住政策

■情報発信 13事業 6,428万9千円

継 アーティスト・イン・レジデンス 1,328万1千円
城崎に滞在する国内外のアーティストの芸術文化
創作活動を通じて、豊岡・城崎の魅力を発信する。

新 まちのサードプレイス 346万７千円
交流等の拠点として、移住希望者や若者等がまち
の人とつながる場所を中心市街地へ設ける。

■高付加価値化・成熟化・多様性
　28事業 3億4,234万8千円

新 チャレンジ応援のしくみ新設 1,236万1千円
相談員やアドバイザーを配置して、成長を目指す
企業、創業に取り組む若者や女性を支援する。

新 ステップアップ・創業補助 3,597万2千円
目標を掲げ成長を目指す企業の新製品やサービス
の開発、販路の拡大等、創業・事業承継に取り組
む若者・女性のスタートアップを支援する。

新 ジェンダーギャップ解消推進 726万2千円
職場等のジェンダーギャップを解消するため、ア
ドバイザーの設置や市民意識調査を実施する。

■ローカル＆グローバル
　11事業 1億5,428万円

新 （仮称）豊岡国際演劇祭協同開催 1,610万１千円
「演劇のまち・豊岡」のブランドイメージを構築
するため、プレ演劇祭を開催する。

拡 アーティスト・クリエーター移住等促進
 2,280万5千円
劇団「青年団」および劇団員の移転・移住を促進
するため、（仮称）江原河畔劇場の整備などを支援
する。

■次世代育成 9事業 7,257万5千円

継 高校生Ｕターン意識向上戦略 146万5千円
地域を知ることで将来的なＵターンの意識を高め
るため、「豊岡」についての探求授業やキャリア教
育を実施する。

継 英語遊び保育推進 1,214万5千円
外国に興味を持つ気持ちを養うため、市内の幼稚園・
保育園・認定こども園を対象に指導員が巡回訪問し、
オールイングリッシュ英語遊び指導などを行う。

地方創生のうち結婚や子育て政策
拡 婚活応援プロジェクト「はーとピー」 926万6千円
専任の結婚支援員を配置し、細やかなアフター
フォローを実施することにより、成婚数の増加を
はかる。

拡 子育てママの活躍機会促進 53万5千円
「ママの働き方応援隊」を市内に派遣するととも
に、子育て女性活動団体の活動支援を通じて、ま
ちを挙げた子育て応援の機運を高める。

地方創生以外の事業
継 防災行政無線の整備 5億7,931万6千円
2020年度までにデジタル戸別受信機の全戸配布を
目指し、防災行政無線を再整備する。

継 新文化会館整備 基本構想・基本計画の策定
 791万9千円
３月に策定した基本構想をもとに、基本計画を策
定するほか市民フォーラムなどを開催する。

新 プレミアム付商品券事業 5億2,349万7千円
消費税率等引き上げの影響を緩和するとともに、
地域活性化を図るため、プレミアム付商品券を発
行する。

新 農福連携推進事業 15万8千円
障害者等の農業での活躍を通じて、生きがい等を
創出し、社会参画を促す取り組みを推進する。

新 土砂災害対策補助 1,148万3千円
土砂災害特別警戒区域内にある住宅等の移転、改
修を促進するため、住宅を移転する費用、住宅や
旅館等を改修する費用の一部を助成する。

新…新規事業　　継…継続事業　　拡…拡大事業

地方創生
の深化　

飛んでるローカル豊岡
（わかもの巣立ち応援プロジェクト2019）
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３
月
定
例
会

市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
、
市
の
予
算
や
政
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

市議会の本会議が
インターネットでご覧になれます！

インターネットにより、
定例会のようすをライ
ブ中継と録画中継で映
像配信しています。
ぜひご覧ください。

豊岡市議会インターネット中継 検索

【
代
表
質
問
】

【
一
般
質
問
】

６月定例会から
スマートフォンでも
ライブ中継をご覧い
ただけます！

とよおかし議会だより　2019.5.25 ○
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問　

い
つ
か
ら
「
演
劇
の
ま

ち
」
に
な
っ
た
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
、
市
長
の
思
い
と
市

民
の
感
覚
の
幅
が
広
が
っ
て

い
く
と
心
配
し
て
い
る
。
市

長
の
思
い
を
述
べ
る
の
も
そ

う
だ
が
、
職
員
も
説
明
し
て
、

市
民
は
協
力
し
よ
う
と
す
る

基
本
的
な
立
場
が
あ
り
、
何

か
い
き
な
り
唐
突
に
こ
う

な
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て

何
か
ス
ト
ン
と
こ
な
い
の

が
今
の
市
民

の
気
持
ち
と

思
っ
て
い
る
。

丁
寧
な
説
明

を
お
願
い
し

た
い
が
ど
う

か答　

「
演
劇

の
ま
ち
」
は
、

「
演
劇
の
ま

ち
」に
な
っ

た
と
言
う
の

で
は
な
く

「
演
劇
の
ま

ち
」
を
作
る

と
、
私
自
身

の
方
針
を
述

べ
た
も
の
で

あ
る
。
た
だ
、

い
き
な
り
何

も
な
い
の
に

あ
る
日
突
然
、
市
長
が
と
ち

狂
っ
て
「
演
劇
の
ま
ち
」
と

言
い
始
め
た
の
で
は
な
く
、

既
に
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
２
０
１
４
年
か
ら
の

非
常
に
大
成
功
の
歴
史
が
あ

る
。
こ
こ
か
ら
先
に
何
が
見

え
る
か
と
考
え
る
と
、
「
演

劇
の
ま
ち
」
の
可
能
性
が
明

確
に
見
え
て
き
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
地
方
創
生
を
引
っ
張

る
た
め
の
い
わ
ば
推
進
力
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
演
劇
の
ま

ち
」
を
目
指
す
と
今
回
言
っ

て
い
る
。
中
身
が
な
か
な
か

十
分
煮
詰
ま
っ
て
い
な
い
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
こ
の
議

会
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
コ
ン
セ
プ
ト
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

　

そ
の
他
、
一
般
的
に
い
ろ

ん
な
場
面
で
中
貝
が
突
然
言

い
出
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
異
論
も
な
い
の

で
、
よ
く
配
慮
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

「演劇のまち」拠点施設の整備へ

市
長
の
施
政
方
針
か
ら

市
長
の
施
政
方
針
か
ら

問　

５
月
か
ら
新
元
号
と
な

り
、
今
期
も
残
り
約
２
年
と

な
る
が
、
新
し
い
時
代
に
向

か
っ
て
の
展
望
、
決
意
は

答　

総
括
説
明
の
中
で
次
の

三
つ
の
柱
を
挙
げ
て
い
る
。

①
多
様
性
に
満
ち
た
ま
ち
・

多
様
性
を
受
け
入
れ
る
ま
ち

を
つ
く
る
②
「
演
劇
の
ま

ち
」
を
目
指
す
③
行
財
政
改

革
に
徹
底
し
て
取
り
組
む
。

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

問　

私
た
ち
の
会
派
・
と
よ

お
か
市
民
ク
ラ
ブ
は
、
毎
年

市
長
に
予
算
に
つ
い
て
の
政

策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
市

民
一
人
ひ
と
り
が
住
ん
で
良

か
っ
た
、
と
実
感
で
き
る
ふ

る
さ
と
を
目
指
し
、
広
い
市

域
の
隅
々
ま
で
市
政
が
反
映

さ
れ
、
光
が
当
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
が
、
新

年
度
予
算
へ
の
反
映
に
つ
い

て
の
市
長
の
見
解
は

答　

自
主
防
災
組
織
の
活
性

化
、
出
会
い
・
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
支
援
、
お
よ
び

行
政
改
革
の
推
進
、
女
性
活

躍
社
会
の
実
現
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
が
、
政
策
提

言
の
多
く
が
予
算
に
反
映
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

教
育
行
政
の
方
針
か
ら

教
育
行
政
の
方
針
か
ら

問　

と
よ
お
か
教
育
プ
ラ
ン

の
実
施
か
ら
ほ
ぼ
４
年
が
経

過
し
た
が
、
第
３
次
と
よ
お

か
教
育
プ
ラ
ン
ま
で
の
実
践

の
評
価
は

答　

不
登
校
・
学
力
・
特
別

な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
へ

の
対
応
の
問
題
を
中
心
課
題

と
し
て
、
毎
年
度
、
実
践
計

画
を
定
め
、
具
体
的
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
と
り

わ
け
小
・
中
連
携
教
育
を

２
０
１
７
年
度
に
小
・
中
一

貫
教
育
へ
移
行
し
、
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
の
軽
減
、
学
力
の

二
極
化
傾
向
の
緩
和
な
ど
成

果
が
出
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、

学
校
園
で
の
授
業
等
で
個
別

の
支
援
の
手
立
て
も
工
夫
し

て
い
る
。

劇団「演劇 FACTORY」公演『来た道  行く道』から

い
つ
か
ら
演
劇
の

　
　

ま
ち
に
な
っ
た
ん
だ
！

住
ん
で
良
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
ふ
る
さ
と
豊
岡
へ

新
風
と
よ
お
か　

木
谷　

敏
勝　

議
員

と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ　

嶋
﨑　

宏
之　

議
員

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

代 表 質 問
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問　

豊
岡
は
、
女
性
世
帯
の

相
対
的
貧
困
率
が
62
・
６
％

と
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
。　
　

　

特
に
困
っ
て
い
る
内
容
は

生
活
費
が
ダ
ン
ト
ツ
だ
。
子

ど
も
の
命
を
守
る
観
点
か
ら

低
所
得
世
帯
の
医
療
費
の
無

償
化
は
考
え
ら
れ
な
い
か

答　

豊
岡
の
ゼ
ロ
歳
児
の
子

ど
も
の
負
担
額
は
５
０
０
円

程
度
だ
。
そ
れ
で
貧
困
家
庭

の
子
ど
も
の
命
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

問　

無
償
化
が
子
ど
も
の
命

を
守
る
仕
組
み
に
な
り
得
て

い
る
と
国
も
認
め
て
い
る
。

　

低
所
得
世
帯
の
小
学
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
は
１
５
４

万
９
千
円
だ
。
せ
め
て
、
予

算
化
で
き
な
い
か

答　

子
育
て
支
援
を
医
療
費

で
し
か
見
て
い
な
い
。
そ
こ

に
使
え
る
財
源
は
限
ら
れ
て

い
る
。
相
対
的
に
弱
い
か
ら

ゼ
ロ
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
理
論
は
極
端
だ
。

　

「
県
内
で
豊
岡
だ
け
だ
」

み
た
い
な
議
論
は
、
子
育
て

支
援
の
全
体
を
見
る
と
い
う

観
点
か
ら
い
か
が
な
も
の
か
。

問　

貴
重
な
市
民
の
税
金
で
、

子
ど
も
を
守
る
と
い
う
姿
勢

を
表
す
べ
き
で
は
な
い
か

答　

財
政
の
厳
し
さ
を
い
や

と
い
う
ほ
ど
伝
え
て
き
た
。

コ
ン
ビ
ニ
受
診
で
医
療
現
場

は
苦
し
ん
で
い
る
。

問　

群
馬
県
で
は
、
無
償
化

と
併
せ
て
、
子
ど
も
の
救
急

電
話
の
相
談
や
自
治
体
の
啓

発
活
動
で
受
診
率
が
92
・
７

％
に
な
っ
た
。
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
市
民
の
声
と

し
て
聴
く
べ
き
だ
が
ど
う
か

答　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

手
を
付
け
た
い
。

問　

養
父
市
や
朝
来
市
に
で

き
て
な
ぜ
豊
岡
市
に
で
き
な

い
の
か
と
聞
か
れ
て
も
答
え

ら
れ
な
い
。
お
母
さ
ん
方
は

そ
れ
で
納
得
で
き
る
の
か
。

た
と
え
１
０
０
円
で
も
一
緒

だ
。
低
所
得
世
帯
か
ら
段
階

的
に
で
き
な
い
か

答　

人
口
減
少
の
原
因
は
そ

ん
な
と
こ
ろ
に
な
い
と
思
う
。

　

な
ぜ
な
ら
、
合
理
性
に
つ

い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
か
ら
だ
。

問　

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
注

目
さ
れ
る
中
で
、
今
年
初
め

て「
演
劇
の
ま
ち
」の
可
能
性

を
探
る
と
い
う
が
、
市
民
の

暮
ら
し
に
は
程
遠
い
、
ど
こ

か
夢
の
世
界
の
取
り
組
み
に

思
え
る
。
小
さ
な
世
界
都
市

は
、市
民
の
暮
ら
し
が
豊
か
で

あ
る
こ
と
こ
そ
世
界
か
ら
認

め
ら
れ
る
都
市
で
は
な
い
か

答　

「
演
劇
の
ま
ち
」
は
、

地
方
創
生
戦
略
、
人
口
減
少

対
策
の
強
力
な
武
器
に
な
り

え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
武
器
を
新
た
に
手
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
若
者
回

復
率
の
上
昇
を
図
る
上
で
、

演
劇
は
若
い
人
た
ち
の
心
に

響
く
突
き
抜
け
た
魅
力
あ
る

街
づ
く
り
の
可
能
性
を
大
き

く
秘
め
て
い
る
。

無
農
薬
米
で
あ
る
こ
と

無
農
薬
米
で
あ
る
こ
と

の
証
明
は
し
て
い
る
か

の
証
明
は
し
て
い
る
か

問　

米
価
が
低

迷
す
る
中
で
、

少
し
で
も
有
利

な
、
ま
た
環
境

に
も
良
い
減
農

薬
米
や
無
農
薬

米
が
増
加
し
て

い
る
。
無
農
薬

米
は
農
家
の
栽

培
履
歴
に
よ
る

検
証
だ
け
で
よ

い
か
。
無
農
薬

米
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
手

法
は
ど
う
か

答　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

で
生
産
さ
れ
た
減
農
薬
米
、

無
農
薬
米
で
あ
る
こ
と
の
検

証
は
、
集
荷
販
売
業
者
の
責

任
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
で

は
、
作
付
前
の
生
産
者
と
の

栽
培
契
約
の
締
結
、
栽
培
期

間
中
の
ほ
場
の
巡
回
、
栽
培

履
歴
書
の
提
出
、
無
農
薬
米

の
抽
出
に
よ
る
残
留
農
薬
検

査
を
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
医
療
費

子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
に
踏
み
出
せ

無
料
化
に
踏
み
出
せ

問　

無
料
化
は
、
子
ど
も
を

持
つ
親
の
要
求
で
あ
り
、
市

民
の
要
求
だ
。
地
方
創
生
の

点
か
ら
も
、
ま
た
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
プ
と
の
戦
い
か
ら
も

有
効
な
戦
略
だ
が
ど
う
か

答　

医
療
制
度
は
相
互
扶
助

の
制
度
だ
。
子
育
て
の
観
点

か
ら
は
、
医
療
費
以
外
の
支

援
策
が
あ
り
、
総
合
的
に
バ

ラ
ン
ス
よ
く
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
医
療
費
の
み
に
着
目

す
べ
き
で
は
な
い
。

「
演
劇
の
ま
ち
」
は

地
方
創
生
戦
略
に
な
り
え
る
か

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
で

貧
困
世
帯
の
支
援
を
！

日
本
共
産
党
・
あ
お
ぞ
ら
豊
岡
市
会
議
員
団　

村
岡　

峰
男　

議
員

ひ
か
り　

青
山　

憲
司　

議
員

無農薬米の収穫です！

子ども医療費無償化は
国も認める仕組み

とよおかし議会だより　2019.5.25 ○

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

障
害
者
差
別
解
消
法
の

市
の
対
策
と
課
題
は

答　

対
策
と
し
て
各
庁
舎
な

ど
に
筆
談
ボ
ー
ド
や
車
椅
子

の
設
置
を
進
め
て
い
る
。
さ

ら
に
地
域
の
中
に
法
の
趣
旨

を
浸
透
さ
せ
る
と
い
う
点
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

知
的
障
害
者
の

知
的
障
害
者
の

親
亡
き
後
問
題

親
亡
き
後
問
題

問　

知
的
障
害
者
の
高
齢
化

の
対
応
が
急
務
に
な
っ
て
く

る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か

答　

地
域
に
お
け
る
見
守
り

活
動
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
、
権
利
擁
護
が
あ
る
。

問　

成
年
後
見
制
度
を
知
ら

な
い
方
へ
の
対
応
は
ど
う
か

答　

相
談
に
応
じ
る
障
害
者

相
談
支
援
事
業
所
な
ど
、
関

係
機
関
と
も
連
携
し
て
制
度

の
案
内
に
努
め
て
い
る
。

障
害
児
へ
の　

障
害
児
へ
の　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

問　

学
校
生
活
の
中
で
困
っ

て
い
る
こ
と
は
、
教
え
て
も

ら
っ
て
る
こ
と
が
難
し
く
て

つ
い
て
い
け
な
い
。
次
に
、

い
じ
め
ら
れ
る
な
ど
、
こ
れ

ら
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う

か答　

教
育
委
員
会
と
し
て
、

学
力
の
優
劣
や
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
子

ど
も
が
わ
か
る
、
で
き
る
授

業
を
目
指
す
。
特
別
支
援
教

育
介
助
員
を
配
置
し
、
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
支
援
と
指
導
を

実
施
し
て
い
る
。

問　

就
労
先
に
つ
い
て
は
、

企
業
な
ど
が
積
極
的
に
雇
用

す
る
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
や
相
談

支
援
な
ど
が
あ
る
が
、
取
り

組
み
状
況
は
ど
う
か

答　

豊
岡
市
障
害
者
自
立
支

援
協
議
会
の
し
ご
と
部
会
と

連
携
し
て
、
企
業
な
ど
が
障

害
者
を
積
極
的
に
雇
用
で
き

る
よ
う
効
果
的
な
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
る
。

市
税
収
入
の
予
算
増
編
成

市
税
収
入
の
予
算
増
編
成

問　

来
年
度
に
税
収
を
上
げ

て
い
く
施
策
は
あ
る
か

答　

内
発
型
産
業
育
成
事
業

の
施
策
に
よ
り
経
済
が
活
性

化
し
、
結
果
と
し
て
税
収
が

増
え
る
が
、
市
内
企
業
の
業

績
が
上
が
る
こ
と
を
目
標
に

政
策
を
打
っ
て
い
く
。

専
門
職
大
学

専
門
職
大
学

問　

教
員
の
採
用
状
況
は

答　

観
光
・
芸
術
・
経
営
・

言
語
・
情
報
分
野
の
専
任
教

員
と
し
て
教
授
、
准
教
授
あ

わ
せ
て
20
名
公
募
。
応
募
は

１
８
９
名
だ
っ
た
。

農
業
施
策

農
業
施
策

問　

農
業
の
最
新
技
術
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
と
今
後
の

方
向
性
は

答　

現
在
４
軒
の
農
家
が
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
無
農

薬
栽
培
の
水
田
に
水
位
感
知

セ
ン
サ
ー
60
本
を
設
置
し
ス

マ
ホ
で
管
理
し
て
い
る
。
今

後
も
有
用
な
技
術
と
し
て
、

農
業
関
係
者
と
連
携
を
密
に

し
、
本
市
農
業
に
適
し
た
技

術
の
方
向
性
を
示
し
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

問　

今
回
予
定
の
内
容
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
を

答　

商
品
券
１
枚
の
額
面
が

５
０
０
円
。
最
大
５
回
の
分

割
販
売
が
可
能
な
ど
利
便
性

に
配
慮
す
る
。
対
象
者
は
限

定
さ
れ
る
。

教
育
行
政
の
方
針
か
ら

教
育
行
政
の
方
針
か
ら

問　

放
課
後
に
学
校
を
開
放

し
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
読

書
や
勉
強
を
教
え
る
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
よ
う
な
取
り
組
み

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）

の
設
置
を
望
む

答　

地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
育
て
る
こ
と
と
併
せ
、
地

域
住
民
が
当
事
者
と
し
て
学

校
の
課
題
解
決
を
図
る
こ
と

は
、
教
職
員
の
勤
務
負
担
の

軽
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
今
後
導
入
に
向
け
て
検
討

を
始
め
た
い
。

未
来
の
豊
岡
を
し
っ
か
り

見
据
え
て
新
年
度
予
算
を

豊
岡
市
議
会
公
明
党　

竹
中　
　

理　

議
員

住みなれた地域で安心して暮らせるように

石津　一美 議員
（豊岡維新の会）

障
害
者
対
策
の

現
状
と
課
題

幼児教育無償化で
子育て世代を応援します

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

教
育
と
は
何
か
。
今
後
の
対

策
は
ど
う
か

答　

自
分
と
異
な
る
他
者
を

認
識
し
、
理
解
す
る
こ
と
。

他
者
認
識
を
通
し
て
自
己
の

存
在
を
見
つ
め
、
思
考
す
る

こ
と
。
集
団
を
形
成
し
、
他

者
と
の
協
調
、
協
働
が
図
ら

れ
る
こ
と
。
対
話
や
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
身
体
表
現
等

を
活
動
に
取
り
入
れ
つ
つ
正

解
の
な
い
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
に
あ
る
。

問　

演
劇
的
手
法
と
は
、
何

か
。
今
後
の
対
策
を
ど
う
考

え
て
い
る
か

答　

お
お
む
ね
ど
の
学
校
で

も
多
様
な
意
見
を
す
り
合
わ

せ
な
が
ら
台
本
を
つ
く
る
姿
、

互
い
に
得
意
な
こ
と
を
生
か

し
な
が
ら
役
割
を
分
担
し
て

演
じ
る
姿
、
ふ
だ
ん
消
極
的

な
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
活

動
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
教
職
員
に
つ
い
て

は
、
演
劇
的
手
法
を
取
り
入

れ
た
授
業
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め

に
有
効
だ
と
思
っ
て
い
る
割

合
が
、
小
学
校
で
92
・
８
％
、

中
学
校
で
は
、
87
・
３
％
で

あ
る
。

問　

演
劇
が
な
ぜ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
に
大
事

な
の
か

答　

豊
岡
市
は
、
演
劇
で
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
せ
り

ふ
が
う
ま
く
い
っ
た

と
か
。
動
き
が
う
ま

く
い
っ
た
。
シ
ナ
リ

は
う
ま
く
か
け
た
。

う
ま
く
い
っ
た
こ
と

の
再
生
・
再
現
が
可

能
な
の
が
、
演
劇
的

手
法
で
あ
る
。
ほ
か

の
友
だ
ち
と
協
議
し

す
り
合
わ
せ
な
が
ら

す
る
。
何
度
も
繰
り

返
し
て
行
う
の
で
や

り
抜
く
力
が
つ
い
た

り
、
自
己
肯
定
感
や

非
認
知
能
力
に
つ
な

が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
培
わ

れ
る
。

問　

同
情
で
は
な
く
共
感
す

る
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
教
育
や
演
劇
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か

答　

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

そ
の
背
景
に
何
が
あ
る
の
か

を
感
じ
取
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。

劇
団
「
青
年
団
」
移
転

劇
団
「
青
年
団
」
移
転

問　

市
の
施
策
に
お
け
る
演

劇
の
位
置
付
け
は
ど
う
か

答　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お
い
て
は
、
歴
史
、

芸
術
、
文
化
を
生
か
し
た
賑

わ
い
の
創
出
と
し
て
、
市
街

地
内
に
立
地
す
る
公
共
公
益

施
設
を
活
用
し
、
新
た
な
文

化
芸
術
の
拠
点
形
成
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
定
住
促
進

や
地
域
振
興
に
取
り
組
む
と

明
記
。
大
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
は

策
定
作
業
中
だ
が
、
長
期
宿

泊
化
推
進
の
取
り
組
み
事
例

と
し
て
演
劇
の
ま
ち
づ
く
り

が
現
時
点
案
。
ア
ー
ト
は
心

の
中
に
違
和
感
、
異
質
感
を

も
た
ら
し
、
自
分
の
中
の
何

か
を
変
え
よ
う
と
す
る
動
き

に
つ
な
げ
る
創
造
性
の
高
い

取
り
組
み
で
あ
り
、
こ
の
視

点
を
議
論
し
、
で
き
れ
ば
記

述
し
て
い
き
た
い
。

問　

各
地
域
文
化
協
会
の
担

い
手
不
足
、
芸
術
文
化
振
興

と
あ
わ
せ
て
、
住
民
の
理
解

や
意
識
向
上

を
考
え
て
は

答 

劇
団「
青

年
団
」
は
今

後
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
市

民
と
の
触
れ

合
い
や
協
働

を
行
っ
て
い

か
れ
る
。
加

え
て
専
門
職

大
学
の
活
動

や
（
仮
称
）

豊
岡
国
際
演

劇
祭
の
開
催

等
に
よ
り
、
文
化
芸
術
と
市

民
と
の
触
れ
合
い
は
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
く
。
支
え
る
市

民
が
増
え
、
観
客
や
聴
衆
が

さ
ら
に
向
上
さ
せ
育
て
る
循

環
が
で
き
、
支
え
る
担
い
手

が
育
つ
と
期
待
し
て
い
る
。

中
小
零
細
企
業
施
策

中
小
零
細
企
業
施
策

問　

市
内
の
組
織
整
理
が
必

要
で
は
な
い
か

答　

減
ら
す
こ
と
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
か
け
る
余
力
が
あ
れ

ば
、
ほ
か
の
こ
と
に
か
け
た

ほ
う
が
い
い
。
需
要
を
外
か

ら
の
供
給
で
は
な
く
、
内
部

の
供
給
に
頼
る
こ
と
を
進
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
域
内
産

業
の
活
性
化
が
可
能
に
な
る
。

現
在
、
内
発
型
に
変
え
る
旗

印
を
掲
げ
、
人
減
ら
し
で
は

な
く
連
携
を
強
め
る
観
点
で

意
見
交
換
、
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
結
び
つ
き
を
強
め
て

い
く
。

清水　　寛 議員
（新風とよおか）

上田　倫久 議員
（新風とよおか）

演
劇
の
ま
ち
豊
岡
?!

住
民
理
解
は
得
ら
れ
る
か

「
演
劇
の
ま
ち
・
豊
岡
」
の

実
現
に
向
け
て
！

来てもらい聞いてもらう機会を作っても…

コミュニケーション能力と演劇

一 般 質 問市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
と

続
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
は

ど
う
か

答　

３
年
連
続
で
大
規
模
な

国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
本
市
と
し
て
も

多
く
の
訪
日
客
を
見
込
み
、

こ
れ
を
絶
好
の
期
間
と
捉
え
、

積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

誘
客
を
進
め
る
。

　

ラ
グ
ビ
ー
は
試
合
間
隔
が

長
い
た
め
、
旅
前
・
旅
中
に

ウ
ェ
ブ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
本
市
の
強
み
を
生
か

し
た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

造
成
、
販
売
に
努
め
る
。

学
生
と
教
職
員
の
宿
舎

学
生
と
教
職
員
の
宿
舎

問　

（
仮
称
）
国
際
観
光
芸

術
専
門
職
大
学
で
は
、
学
生

と
教
職
員
を
迎
え
る
が
、
住

宅
手
配
は
ど
う
か

答　

専
門
職
大
学
の
教
職
員

や
２
年
生
以
後
の
学
生
の
住

居
は
、
基
本
的
に
民
間
の
物

件
を
確
保
し
て
も
ら
う
。
必

要
に
応
じ
、
空
き
家
等
の
活

用
な
ど
住
居
の
あ
っ
せ
ん
に

つ
い
て
、
関
係
部
署
と
連
携

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
住

居
に
対
す
る
需
給
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
、

市
と
し
て
も
県
お
よ
び
大
学

と
連
携
し
、
関
係
者
と
調
整

し
て
い
く
。

安
心
・
安
全
な
水
道

安
心
・
安
全
な
水
道

問　

水
道
法
改

正
に
よ
る
指
定

管
理
者
制
度
の

対
応
は
ど
う
か

答　

将
来
に
わ

た
り
安
全
・
安

心
な
水
道
水
を

安
定
的
に
供
給

し
続
け
る
。
本

市
の
水
道
施
設

は
、
類
似
団
体

と
比
べ
て
管
路

の
耐
震
化
は
遅

れ
て
い
る
が
、

老
朽
化
の
度
合

い
は
低
い
。
耐
用
年
数
が
経

過
し
老
朽
化
す
れ
ば
、
当
然
、

安
定
供
給
の
た
め
更
新
す
る
。

人
口
減
少
に
伴
い
使
用
水
量

が
減
る
た
め
、
サ
イ
ズ
の
ダ

ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
化
を
図
り
、

知
恵
を
絞
り
設
備
更
新
費
用

を
抑
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。

問　

２
０
０
７
年
に
策
定
さ

れ
た
本
構
想
は
、
市
内
の
原

料
を
使
用
し
た
ペ
レ
ッ
ト
製

造
事
業
な
ど
３
つ
の
柱
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
自
然
資
源

の
保
全
、
再
生
、
利
用
す
る

こ
と
で
、
循
環
型
社
会
の
実

現
や
産
業
活
性
化
に
よ
る
地

域
振
興
を
目
指
し
て
き
た
。　

　

「
最
後
の
と
り
で
」
で

あ
っ
た
ペ
レ
ッ
ト
事
業
の
撤

退
で
、
構
想
も
全
滅
し
、
多

額
の
公
費
を
使
い
失
敗
で

あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
が
ど
う
か

答　

今
回
の
撤
退
は
、
経
済

的
に
持
続
可
能
性
が
な
い
と

判
断
し
た
。
㈱
豊
岡
ペ
レ
ッ

ト
の
経
営
を
圧
迫
し
、
累
積

赤
字
を
計
上
し
て
い
る
。
ペ

レ
ッ
ト
製
造
装
置
の
耐
用
年

数
も
迫
っ
て
お
り
故
障
も
発

生
し
、
多
額
の
再
投
資
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

と
な
っ
た
。
原
材
料
を
朝
来

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
提
供

す
る
ほ
う
が
経
営
改
善
に
役

立
つ
と
判
断
し
た
。

問　

ス
ト
ー
ブ
も
た
く
さ
ん

購
入
し
、
民
間
に
も
補
助
金

を
出
し
購
入
促
進
を
あ
お
っ

た
経
緯
も
あ
る
。
ペ
レ
ッ
ト

製
造
は
採
算
が
取
れ
な
い
か

ら
製
造
中
止
で
済
ま
さ
れ
る

の
か
。
停
止
後
の
手
立
て
は

ど
う
か

答　

２
０
１
９
年
度
分
の
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
ボ
イ
ラ

ー
の
需
要
量
に
見
合
う
生
産

は
、
北
但
東
部
森

林
組
合
と
調
整
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
必
要

と
さ
れ
る
ペ
レ
ッ

ト
の
調
達
や
配
送

等
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
協
議
し
て

方
向
性
を
示
し
た

い
。

問　

整
備
し
た
ス

ト
ー
ブ
や
ボ
イ
ラ

ー
も
、
い
ず
れ
撤

去
の
時
期
が
来
る
。

撤
去
と
な
れ
ば
建

物
修
繕
も
必
要
と

な
る
。
改
修
費
や

撤
去
費
用
は
ど
う
か

答　

撤
去
の
試
算
に
つ
い
て

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
設
備

の
維
持
修
繕
経
費
も
年
々
増

大
し
て
い
く
こ
と
や
、
撤
去

に
は
多
額
の
経
費
が
必
要
に

な
る
こ
と
か
ら
施
設
管
理
者

と
更
新
時
期
に
協
議
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

伊藤　　仁 議員
（とよおか市民クラブ）

土生田仁志 議員
（新風とよおか）

「
豊
岡
バ
イ
オ
マ
ス

　
　

タ
ウ
ン
構
想
」
の
失
敗

ラ
グ
ビ
ー
か
ら
始
ま
る

ス
ポ
ー
ツ
大
交
流

公費が惜しまれる㈱豊岡ペレット

これからも安心・安全を維持します

市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

全
国
的
に
も
子
ど
も
の

虐
待
事
案
に
よ
る
死
傷
事
件

が
数
多
く
報
道
さ
れ
て
い
る
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
お
よ
び
発
達
す
る

た
め
に
も
、
子
ど
も
の
虐
待

を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
。

他
の
自
治
体
で
も
整
備
が
進

ん
で
い
る
「
子
ど
も
を
虐
待

か
ら
守
る
た
め
の
条
例
」
を

本
市
も
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か

答　

児
童
虐
待
が
発
生
し
て

も
、
市
に
は

子
ど
も
の
一

時
保
護
や
児

童
養
護
施
設

へ
の
入
所
措

置
、
保
護
者

の
親
権
停
止

等
の
家
庭
裁

判
所
へ
の
申

し
立
て
を
す

る
権
限
が
な

い
た
め
、
条

例
を
制
定
し

て
も
理
念
を

規
定
す
る
だ

け
に
な
る
。
現
段
階
で
は
児

童
虐
待
防
止
条
例
の
制
定
は

考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
貧
困

子
ど
も
の
貧
困

問　

市
が
初
め
て
行
っ
た
貧

困
の
実
態
調
査
で
、
17
歳
以

下
の
８
人
に
１
人
（
12
・

７
％
）
市
民
全
体
で
は
15
・

２
％
、
ひ
と
り
親
世
帯
で
は

58
・
５
％
が
相
対
的
貧
困
率

と
報
告
し
て
い
る
。
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
、
低
額
で
食

事
を
提
供
し
て
い
る
子
ど
も

食
堂
の
周
知
や
助
成
支
援
が

必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か

答　

兵
庫
県
で
20
万
円
の
補

助
制
度
が
あ
る
が
、
子
ど
も

食
堂
の
運
営
に
関
し
て
、
現

在
の
と
こ
ろ
で
は
助
成
制
度

は
設
け
て
い
な
い
。

ド
ロ
ー
ン
の
導
入

ド
ロ
ー
ン
の
導
入

問　

近
年
至
る
所
で
予
期
せ

ぬ
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生

し
て
い
る
。
災
害
時
等
の
状

況
把
握
、
水
難
時
の
人
命
救

助
等
の
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
を

導
入
し
実
績
を
上
げ
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
が
、
市
も
導

入
し
て
は
ど
う
か

答　

風
水
害
や
土
砂
災
害
、

地
震
な
ど
の
被
災
現
場
を
上

空
か
ら
確
認
で
き
、
被
害
調

査
や
災
害
復
旧
に
有
用
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
災
害

時
は
、
民
間
事
業
者
と
応
援

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
防

災
専
用
と
し
て
導
入
す
る
考

え
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

問　

児
童
虐
待
の
課
題
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か

答　

早
期
発
見
、
早
期
対
応

が
重
要
。
市
民
へ
の
普
及
啓

発
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

児
童
の
安
全
確
保
と
そ
の
家

庭
の
支
援
が
大
切
だ
。

問　

学
校
で
の
虐
待
を
見
逃

さ
な
い
取
り
組
み
は
ど
う
か

答　

子
ど
も
に
毎
月
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
。
衣
服
の
様
子
、

手
足
の
あ
ざ
な
ど
に
つ
い
て

保
健
室
等
で
確
認
し
て
い
る
。

問　

虐
待
を
防
止
す
る
に
は
、

子
育
て
家
庭
を
地
域
社
会
か

ら
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
が
重

要
だ
。
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
か

答　

相
談
窓
口
に
つ
な
が
る

啓
発
に
努
め
、
民
生
児
童
委

員
等
を
対
象
に
研
修
会
を
実

施
し
、
見
守
り
や
虐
待
防
止

の
認
識
を
高
め
て
い
る
。

問　

小
規
模
校
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
地
域
と
意
見

交
換
の
場
を
ど
う
持
つ
の
か

答　

複
式
学
級
で
は
課
題
が

顕
著
に
見
ら
れ
る
の
で
、
小

規
模
校
で
の
教
育
上
の
課
題

を
説
明
し
、
学
校
統
合
等
も

含
め
率
直
な
意
見
を
聞
く
。

問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

で
は
、
予
防
接
種
率
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
だ
。
子
ど
も

た
ち
の
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
こ
と
で
接
種

率
が
高
ま
れ
ば
感
染
者
数
を

低
く
抑
え
、
医
療
費
や
、
社

会
経
済
活
動
へ
の
影
響
も
抑

え
ら
れ
る
。
子
ど
も
た
ち
の

予
防
接
種
費
用
の
一
部
補
助

が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う

か答　

予
防
接

種
の
発
症
阻

止
効
果
と
経

費
か
ら
考
え

て
対
応
は
考

え
て
い
な
い
。

問　

農
福
連

携
事
業
の
目

標
を
ど
う
描

い
て
い
る
か

答　

障
害
者

が
農
作
業
を

通
じ
て
、
心
と
体
の
健
康
を

向
上
さ
せ
、
賃
金
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
。
ま
た
農
業
分

野
の
働
き
手
不
足
の
解
消
も

可
能
と
な
る
。

問　

清
潔
で
き
れ
い
な
公
共

ト
イ
レ
は
、
小
さ
な
世
界
都

市
や
女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち

を
目
指
す
う
え
で
重
要
だ
。

管
理
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

答　

し
っ
か
り
と
適
切
な
管

理
に
努
め
た
い
。

井垣　文博 議員
（とよおか市民クラブ）

西田　　真 議員
（ひかり）

虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に

子
育
て
を
地
域
で
見
守
る

「
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る

た
め
の
条
例
」
整
備
を

子は宝！　地域の宝！

あなたはどう感じられますか？

一 般 質 問市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

豊
岡
病
院
組
合
の
内
部

留
保
資
金
の
状
況
を
踏
ま
え

る
と
、
企
業
努
力
を
し
て
い

た
だ
く
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

構
成
市
町
と
し
て
何
ら
か
の

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か

答　

豊
岡
病
院
組
合
と
し
て

ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
多
く

あ
る
。
市
が
何
か
を
支
援
す

る
と
い
う
よ
り
も
、
組
合
自

ら
経
営
責
任
を
果
た
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

問　

市
が
ア
イ
テ
ィ
豊
岡
都

市
開
発
㈱
に
貸
し
付
け
て
い

る
７
億
円
は
、
本
来
は
他
の

事
業
に
回
る
お
金
で
あ
り
、

貸
し
付
け
る
こ
と
が
目
的
の

金
融
機
関
と
は
違
う
。
こ
の

７
億
円
が
活
用
で
き
な
い
か

答　

７
億
円
ぐ
ら
い
の
お
金

は
市
に
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

貸
し
付
け
る
必
要
が
あ
っ
て
、

か
つ
効
果
的
で
あ
れ
ば
貸
し

付
け
る
こ
と
は
可
能
。
た
だ

市
の
貸
し
付
け
と
民
間
と
で

何
が
違
う
か
と
言
え
ば
金
利

差
だ
け
で
あ
り
、
病
院
経
営

の
改
善
に
は
大
き
な
効
力
を

持
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

転
換
と
森
林
環
境
譲
与
税

転
換
と
森
林
環
境
譲
与
税

問　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
の
転
換
と
言
い
な
が
ら
、

実
質
的
に
は
公
共
的
団
体
の

関
連
会
社
で
あ
る
法
人
の
収

益
改
善
と
見
え
る
事
業
の
財

源
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

投
入
す
る
こ
と
が
適
切
か

答　

森
林
組
合

に
限
定
し
て
い

る
わ
け
で
な
く
、

２
０
２
０
年
度
以

降
、
民
間
林
業
団

体
が
行
う
事
業
が

譲
与
税
の
趣
旨
に

合
致
す
れ
ば
、
積

極
的
に
支
援
を
し

て
い
く
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

問　

バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
の
転

換
と
、
構
想
に
協

力
し
て
き
た
会
社

の
経
営
支
援
を
分

け
た
ほ
う
が
分
か

り
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い

か答　

環
境
経
済
戦
略
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
が
失
敗
し
た
。

し
か
し
、
同
じ
材
料
を
使
っ

て
転
換
す
る
た
め
に
は
初
期

投
資
が
ネ
ッ
ク
で
あ
る
の
で
、

こ
こ
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
CO2
対
策
等
を
持
続
可

能
に
し
て
い
こ
う
と
判
断
し

た
も
の
で
あ
る
。

問　

市
の
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
」
は
、
森
林
等
の

活
用
で
循
環
型
社
会
の
実
現

を
目
指
し
た
。
主
た
る
事
業

の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
販

売
を
今
回
チ
ッ
プ
製
造
に
転

換
す
る
と
聞
く
。
す
で
に
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
学
校
、

公
共
施
設
な
ど
に
３
９
４
台
、

ボ
イ
ラ
ー
は
６
基
あ
る
。
そ

の
燃
料
は
ど
う
す
る
の
か

答　

年
間
利
用
計
画
で
は
１

５
０
０
ト
ン
だ
が
、
６
８
４

ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て

い
る
。
チ
ッ
プ
に
し
て
朝
来

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
販
売

す
る
方
が
利
益
率
が
高
い
。

２
０
１
９
年
度
分
の
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
、
ボ
イ
ラ
ー
の

需
要
量
に
見
合
う
生
産
、
お

よ
び
そ
の
後
に
必
要
な
ペ

レ
ッ
ト
の
調
達
は
、
北
但
東

部
森
林
組
合

と
調
整
中
だ
。

問　

原
油
価

格
の
長
期
低

迷
等
で
販
売

が
困
難
だ
っ

た
と
い
う
が

原
因
は
何
か

答　

ペ
レ
ッ

ト
自
体
の
品

質
や
燃
焼
、

灰
の
状
況
に

問
題
が
あ
っ

た
。

問　

大
き
な

投
資
を
し
て

い
る
。
成
功

さ
せ
る
た
め
の
品
質
改
良
、

研
究
は
ど
こ
ま
で
さ
れ
た
の

か答　

樹
皮
の
配
合
量
の
均
一

化
な
ど
、
森
林
組
合
は
品
質

改
良
に
努
め
、
全
て
ク
リ
ア

し
て
お
り
問
題
は
な
か
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

問　

そ
れ
な
ら
な
ぜ
使
わ
な

い
の
か
。
７
億
数
千
万
円
を

投
資
し
て
お
り
、
多
少
の
支

援
を
し
て
で
も
使
う
べ
き
で

は
な
い
か

答　

設
備
の
耐
用
年
数
も
近

く
、
多
額
の
修
繕
費
が
必
要

だ
。
累
積
赤
字
は
２
１
３
０

万
円
に
達
し
、
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
。
予
想
で
は
原
木
、

チ
ッ
プ
の
販
売
で
約
４
０
０

万
円
の
利
益
が
見
込
め
る
。

問　

多
く
の
ス
ト
ー
ブ
が
使

わ
れ
て
い
る
。
趣
旨
を
い
か

す
な
ら
両
方
製
造
す
る
べ
き

で
は
な
い
か

答　

環
境
経
済
戦
略
と
し
て

は
持
続
可
能
性
が
な
く
、
こ

れ
は
失
敗
で
あ
っ
た
。

奥村　忠俊 議員
（日本共産党・あおぞら

豊岡市会議員団）

松井　正志 議員
（とよおか市民クラブ）

「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

戦
略
と
し
て
は
失
敗

構
成
市
と
し
て
豊
岡
病
院

を
経
営
支
援
で
き
な
い
か

地域医療を守るために豊岡病院への支援が必要

山積みされたペレット加工前の原木

市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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風
水
害
に
お
け
る

風
水
害
に
お
け
る

避
難
場
所
の
確
保

避
難
場
所
の
確
保

問　

災
害
に
対
す
る
市
民
の

意
識
が
進
み
、
避
難
行
動
が

積
極
的
に
行
え
た
場
合
、
現

在
の
避
難
場
所
の
収
容
人
員

で
は
不
足
す
る
地
域
が
あ
る

が
ど
う
か

答　

集
落
ご
と
に
ど
こ
に
逃

げ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
議

論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
地
域
で
そ
う
い

う
取
り
組
み
を
さ
れ
る
時
に

は
、
本
市
も
一
緒
に
な
っ
て

協
力
し
た
い
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
推
進

森
林
環
境
譲
与
税
の
推
進

問　

こ
れ
か
ら
続
く
森
林
環

境
譲
与
税
を
使
う
た
め
、
本

市
に
お
い
て
実
施
計
画
書
が

必
要
だ
が
ど
う
か

答　

森
林
環
境
譲
与
税
は
２

０
１
９
年
か
ら
始
ま
る
森
林

経
営
管
理
制
度
に
基
づ
き
創

設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
適
正

に
経
営
管
理
で
き
る
森
林
集

積
計
画
な
ど
を
早
期
に
策
定

す
る
必
要
が
あ

る
。

問　

森
林
環
境

譲
与
税
は
、
市

民
を
は
じ
め
国

民
全
体
か
ら
い

た
だ
い
た
お
金

を
財
源
と
す
る

こ
と
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
使
わ

れ
た
か
を
公
表

す
る
こ
と
が
大

切
だ
が
ど
う
か

答　

予
算
、
決

算
に
お
い
て
説

明
資
料
を
加
え

る
と
と
も
に
、

広
く
市
民
に
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
適
切
に

周
知
す
る
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・

コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・

国
際
会
議

国
際
会
議

問　

２
０
２
０
年
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
未
来
・
国
際
会
議
の
開

催
目
的
は
。
ま
た
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
野
生
復
帰
と
そ
の
地
域

づ
く
り
を
豊
岡
か
ら
全
国
・

世
界
へ
。
本
市
の
役
割
は　

答　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

が
地
域
に
も
た
ら
し
た
も
の

は
何
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
改
め
て
み
ん
な

で
考
え
、
確
認
し
た
い
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
と
こ
ろ
に
本
市
の
経
験

を
伝
え
、
本
市
と
し
て
の
役

割
を
担
い
た
い
。

問　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
、
介

護
、
生
活
支
援
な
ど
を
一
体

的
に
提
供
す
る
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
さ
ら
な

る
構
築
に
つ
い
て
は
ど
う
か

答　

社
会
参
加
や
地
域
の
支

え
な
ど
の
活
動
に
参
画
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後

も
効
果
的
な
方
法
を
模
索
し

な
が
ら
周
知
を
図
り
、「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を

整
備
し
、
本
人
た
ち
の
希
望

に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
築
き

上
げ
る
。

問　

障
害
者
手
帳
の
カ
ー
ド

化
へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か

答　

厚
労
省
に
お
い
て
検
討

さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な

通
知
は
ま
だ
届
い
て
い
な
い
。

幼
児
教
育
の
無
償
化

幼
児
教
育
の
無
償
化

問　

保
育
ニ
ー

ズ
の
増
加
に
対

す
る
本
市
の
体

制
構
築
は
ど
う

か答　

待
機
児
童

の
解
消
に
向
け

て
、
保
育
士
等

確
保
推
進
事
業

を
推
進
し
て
い

る
。
保
育
ニ
ー

ズ
の
将
来
推
計

を
見
据
え
た
市

に
お
け
る
「
幼

児
教
育
・
保
育

及
び
放
課
後
児

童
の
あ
り
方
計

画
」
策
定
事
業
に
取
り
組
む
。

中
小
企
業
、
小
規
模

中
小
企
業
、
小
規
模

事
業
者
へ
の
支
援

事
業
者
へ
の
支
援

問　

各
種
支
援
制
度
の
周
知

と
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か

答　

市
で
は
新
た
な
支
援
策

と
し
て
、
フ
ラ
ッ
プ
ト
ヨ
オ

カ
に
総
合
相
談
機
能
を
設
け

る
。
新
た
な
機
能
を
生
か
し

な
が
ら
、
制
度
の
効
果
的
な

Ｐ
Ｒ
周
知
と
、
き
め
細
や
か

な
事
業
支
援
に
、
関
係
者
と

連
携
し
取
り
組
む
。

公
共
工
事
の
平
準
化

公
共
工
事
の
平
準
化

問　

制
度
や
仕
組
み
を
変
え
、

国
や
県
と
連
携
し
取
り
組
む

べ
き
だ
が
ど
う
か

答　

ゼ
ロ
市
債
で
債
務
負
担

行
為
を
活
用
し
、
平
準
化
に

努
め
て
い
る
。
年
度
当
初
に

工
事
発
注
が
で
き
る
よ
う
、

前
年
度
中
に
測
量
や
設
計
事

務
な
ど
の
発
注
準
備
を
行
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

芦田　竹彦 議員
（豊岡市議会公明党）

岡本　昭治 議員
（新風とよおか）

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

さ
ら
な
る
構
築
へ

本
格
的
な
森
林
整
備
に
向
け

て
の
森
林
環
境
譲
与
税

森林環境譲与税で実施が見込まれる山の姿

介護は認定によりさまざま、日々状況が違います

一 般 質 問市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。



○ 2019.5.25　とよおかし議会だより15

生
涯
学
習
サ
ロ
ン

生
涯
学
習
サ
ロ
ン

問　

費
用
を
か
け
て
取
得
し

た
建
物
を
取
り
壊
す
。
契
約

で
瑕か

疵し

担
保
に
つ
い
て
な
ぜ

入
れ
な
か
っ
た
か
。
中
古
物

件
を
取
得
す
る
こ
と
に
市
の

執
行
責
任
者
と
し
て
、
い
か

に
も
安
易
で
あ
る
が
ど
う
か

答　

不
動
産
鑑
定
士
の
鑑
定

を
受
け
、
専
門
の
建
築
士
の

調
査
の
上
、
瑕
疵
担
保
責

任
を
問
わ
な
い

と
い
う
条
項
を

入
れ
た
。
瑕
疵

と
は
言
え
な
い

と
考
え
て
い
る
。

不
同
沈
下
が
事

前
に
分
か
り
値

引
き
の
話
を
す

れ
ば
売
ら
な
い

と
言
わ
れ
る
。

問　

拙
速
な
事

業
展
開
で
８
４

０
０
万
円
強
を

溝
に
捨
て
た
よ

う
な
も
の
で
あ

る
。
市
長
の
考

え
方
は
ど
う
か

答　

ほ
か
の
選
択
肢
、
判
断

が
有
り
得
た
か
。
不
動
産
鑑

定
士
の
財
産
価
値
が
あ
る
と

い
う
評
価
。
設
計
士
の
物
理

的
に
使
用
可
能
と
の
判
断
を

前
提
に
購
入
。
８
４
０
０
万

円
の
根
拠
が
聞
き
た
い
。

高
齢
者
に
優
し
い
市
政

高
齢
者
に
優
し
い
市
政

問　

国
県
市
道
の
補
修
と
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
等
引
き
直
し
、

暗
い
ト
ン
ネ
ル
照
明
が
放
置

さ
れ
て
い
る
が
把
握
し
て
い

る
か

答　

気
に
な
る
箇
所
は
ど
し

ど
し
情
報
を
い
た
だ
き
適
切

な
管
理
に
努
め
た
い
。
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
も
必
要
な
照

度
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

新
年
度
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図

る
。

問　

許
可
、
登
録
を
要
し
な

い
自
家
用
車
で
の
助
け
あ
い

活
動
の
考
え
方
は
ど
う
か

答　

主
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
念
頭
に
、
有
償
運
送
事

業
と
の
区
分
を
明
確
化
さ
れ

た
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

教
育
行
政
の
方
針

教
育
行
政
の
方
針

問　

小
規
模
校
の
課
題
と
対

応
策
に
つ
い
て
教
育
長
の
考

え
は
ど
う
か

答　

学
校
も
課
題
意
識
を
持

ち
保
護
者
も
不
安
を
感
じ
て

い
る
。
保
護
者
、
地
域
へ
情

報
を
提
供
し
、
学
校
規
模
の

適
正
化
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

母
子
家
庭
相
対
的

母
子
家
庭
相
対
的

貧
困
率

貧
困
率
6767
％
は
異
常
だ

％
は
異
常
だ

問　

市
の
母
子
家
庭
の
相
対

的
貧
困
率
は
異
常
に
高
い
。

対
策
が
必
要
で
は
な
い
の
か

答　

母
親
の
貧
困
対
策
で
は

な
く
、
ま
ず
子
ど
も
の
貧
困

対
策
を
し
た
い
。

問　

親
の
貧
困
対
策
が
上
流

対
策
で
は
な
い
の
か

答　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

ほ
う
が
根
本
的
だ
。

問　

合
併
後
14
年
間
の
結
果

だ
。
こ
の
分
野
の
市
政
に
漏

れ
や
弱
さ
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か

答　

貧
困
の
再
生
産
を
断
ち

切
る
た
め
に
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
手
を
つ
け
た
い
。

問　

女
性
に
目
を
向
け
て
も

ら
え
る
市
に
す
る
た
め
に
も

母
親
の
貧
困
対
策
に
力
を
入

れ
る
べ
き
だ
。
苦
し
く
て
も

我
慢
し
な
さ
い
と
聞
こ
え
る

答　

女
性
の
所
得
が
低
い
の

は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
が

要
因
だ
。
こ
れ
を
解
消
し
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
、
自
ら

稼
ぐ
し
か
な
い
。

い
じ
め
・
不
登
校
対
策

い
じ
め
・
不
登
校
対
策

問　

い
じ
め
に
対
す
る
取
り

組
み
内
容
は

答　

全
校
で
毎
月
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
早
期
発
見
に

努
め
て
い
る
。
小
学
３
年
以

上
に
は
、
年
２
回
心
理
検
査

も
実
施
し
て
い
る
。
生
活
・

学
習
・
対
人
関
係
の
観
点
か

ら
、
学
校
へ
の
適
応
や
生
活

に
満
足
か
を
測
定
し
、
教

師
・
友
人
と
の
関
係
は
良
好

か
、
友
人
か
ら
無
視
や
意
地

悪
を
受
け
て
い
な
い
か
を
捉

え
る
。

問　

不
登
校
の
要
因
は
何
か

答　

家
庭
、
友
人
関
係
、
学

業
不
振
な
ど
が
あ
る
が
、
多

く
の
場
合
、
複
合
的
だ
。

人
権
同
和
教
育

人
権
同
和
教
育

問　

「
教
育
行
政
の
方
針
と

施
策
の
展
開
」
に
人
権
教

育
・
同
和
教
育
の
記
述
が
な

い答　

軽
視
し
て
い
な
い
。
今

後
も
、
同
和
教
育
を
柱
に
、

女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
・

障
害
の
あ
る
人
・
外
国
人
や

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
等
の

課
題
に
総
合
的
に
取
り
組
む
。

福田　嗣久 議員
（とよおか市民クラブ）

大
切
な
市
民
の
税
の

使
い
方
を
よ
り
慎
重
に
！

ひろがる拡差

足田　仁司 議員
（ひかり）

貧
困
な
ん
と
か
し
な
い
と

8,400 万円を溝に捨てたようなものだ

市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

教
師
の
仕
事
は
際
限
な

く
続
く
現
状
で
あ
る
が
、
50

年
前
に
制
定
さ
れ
た
特
別
措

置
法
に
よ
り
、
い
く
ら
残
業

し
て
も
残
業
手
当
が
つ
か
な

い
。
近
年
の
教
師
の
働
き
方

を
み
る
と
、
給
特
法
の
４
％

加
算
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
と

思
う
が
見
解
は
ど
う
か

答　

50
年
前
の
勤
務
実
態
を

デ
ー
タ
と
し
て
で
き
た
法
令

な
の
で
、
全
く
今
の
勤
務
実

態
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
中
教
審
の
働
き
方

改
革
特
別
部
会
で
検
討
さ
れ

て
い
る
の
で
注
視
し
て
い
き

た
い
。

問　

近
頃
、
小
１
か
ら
の
英

語
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
教
育
、
小
中
一
貫
教

育
な
ど
に
加
え
て
、
い
じ
め

対
策
、
発
達
支
援
を
抱
え
て

い
る
子
へ
の
対
策
な
ど
業
務

が
増
え
て
い
る
。
教
員
の
増

員
が
必
要
で
は
な
い
か

答　

業
務
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
教
員
を
少
し
ず
つ
増
や

し
て
い
る
が
、
す
ぐ
に
働
き

方
改
革
に
反
映
し
て
い
る
と

い
う
実
態
で
は
な
い
。

子
ど
も
の
命
を
救
う

子
ど
も
の
命
を
救
う

の
は
大
人
の
役
目
！

の
は
大
人
の
役
目
！

問　

本
市
に
お
け
る
虐
待
の

現
状
は
ど
う
か
。
ど
の
よ
う

な
方
法
で
把
握
し
て
い
る
か

答　

２
０
１
９
年
１
月
現
在
、

新
規
の
件
数
は
31
件
、
継
続

ケ
ー
ス
を
含
め
る
と
91
件
と

な
っ
て
い
る
。
県
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
連
絡
、

学
校
園
か
ら

の
連
絡
、
休

日
、
夜
間
は

警
察
を
通
じ

て
、
県
家
庭

こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
に
送
致

さ
れ
る
。

問　

虐
待
の

件
数
は
、
５

年
間
で
２
倍

以
上
、
そ
の

中
で
ネ
グ
レ

ク
ト
の
件
数

は
４
倍
、
心

理
的
虐
待
も
増
え
て
い
る
が

大
き
い
原
因
は
何
か

答　

虐
待
防
止
法
に
よ
り
通

報
の
義
務
が
で
き
、
心
理
的

虐
待
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る

と
思
う
。

問　

各
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
現
状
は
ど
う
か

答　

通
告
を
受
け
た
時
は
、

関
係
機
関
で
情
報
共
有
し
て

連
携
を
と
り
、
児
童
の
安
否

確
認
、
安
全
確
保
を
行
う
。

新
文
化
会
館

新
文
化
会
館

問　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
観
点
、
考
え
方
。
ま
た
、

今
後
20
年
、
30
年
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
ど
う
か

答　

規
模
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
抑
え
た
コ
ン
パ
ク
ト

な
計
画
を
目
指
す
。
ま
た
、

財
政
見
通
し
を
考
慮
し
て
慎

重
に
検
討
し
、
計
画
的
な
修

繕
や
対
策
を
行
い
、
長
寿
命

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

豊
岡
市
都
市
計
画

豊
岡
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

問　

今
回
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
、
中
心
市
街
地
と
各

地
域
で
の
整
備
の
方
針
に
違

い
が
あ
り
、
よ
り
一
層
格
差

が
生
じ
る
の
で
な
い
か　
　

答　

各
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
将
来
像
と
地
域
づ
く
り
の

方
針
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
り
格
差
は
生
じ
な

い
と
考
え
る
。

問　

地
域
格
差
は
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
人
口
減
少
で
格

差
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
と

考
え
る
が
ど
う
か　
　

答　

各
地
域
の
課
題
に
応
じ

た
都
市
計
画
と
人
口
減
少
を

意
識
し
た
持
続
可
能
な
地
域

を
念
頭
に
ま
と
め
た
。

幼
・
保
・
こ
ど
も
園

幼
・
保
・
こ
ど
も
園

の
教
育
の
あ
り
方

の
教
育
の
あ
り
方

問　

幼
稚
園
の
教
育
の
充
実

に
資
す
る
学
級
経
営
の
あ
り

方
の
中
で
、
幼
児
教
育
で
の

幼
・
保
・
こ

ど
も
園
で
の

本
来
あ
る
べ

き
姿
の
役
割

が
、
市
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド

プ
ラ
ン
に
よ

り
平
均
化
さ

れ
、
幼
稚
園

の
魅
力
が
な

く
な
っ
た
の

で
は
な
い
か

答　

就
労
さ

れ
て
い
る
方

に
は
使
い
に

く
く
、
保
・

こ
ど
も
園
を
選
ば
れ
る
状
況

で
あ
り
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、
教

育
保
育
の
維
持
を
し
て
い
る
。

問　

幼
稚
園
の
本
来
の
あ
る

べ
き
姿
が
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か　
　

答　

本
来
あ
る
べ
き
姿
と
し

て
、
小
学
校
に
上
が
る
ま
で

の
幼
児
期
教
育
の
維
持
は
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

田中藤一郎 議員
（新風とよおか）

上田　伴子 議員
（日本共産党・あおぞら

豊岡市会議員団）

新
年
度
も
未
来
の
た
め
に

元
気
を
出
す
！

教
師
に
ゆ
と
り
あ
る

教
育
環
境
を

桜のように…豊岡も元気な花を咲かせましょう！

元気と笑顔の学校は地域の宝物

一 般 質 問市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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出
石
・
但
東
消
防
庁
舎

出
石
・
但
東
消
防
庁
舎

の
適
正
配
置
を

の
適
正
配
置
を

問　

昨
年
の
３
月
議
会
で
消

防
庁
舎
出
石
分
署
を
出
石
市

街
地
へ
移
転
、
現
但
東
駐
在

所
を
出
張
所
に
し
て
救
急
に

加
え
消
防
車
の
配
置
の
検
討

を
お
願
い
し
た
が
ど
う
か

答　

今
年
度
実
施
し
た
消
防

力
適
正
配
置
調
査
等
の
結
果

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
検
討

し
た
い
。

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

の
新
指
定
へ
の
対
応
は

の
新
指
定
へ
の
対
応
は

問　

市
内
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
１
７
０
０
を
超
え
る
箇

所
か
ら
、
命
と
家
屋
が
直
接

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
特
別
警

戒
区
域
５
５
６
箇
所
を
指
定

し
た
が
、
対
応
は
ど
う
か

答　

指
定
は
、
県
が
地
元
説

明
会
を
経
て
行
う
。
市
は
31

年
度
予
算
に
、
指
定
区
域
内

の
住
宅
の
移
転
、
除
却
お
よ

び
ホ
テ
ル
等
の
防
護
壁
等
整

備
補
助
金
の
４
件
を
計
上
。

受
け
付
け
順
で
対
応
予
定
。

待
機
児
童
解
消
対
策

待
機
児
童
解
消
対
策

を
早
急
に

を
早
急
に

問　

待
機
児
童
解
消
対
策
を

抜
本
的
に
や
ら
な
い
と
女
性

の
社
会
進
出
や
働
き
方
改
革

も
進
ま
な
い
と
思
う
が
ど
う

か答　

待
機
児
童
は
、
平
成
30

年
10
月
１
日
で
45
人
と
増
加

傾
向
。
約
９
割
が
豊
岡
地
域
。

小
規
模
保
育
所
の
運
営
事
業

者
の
公
募
や
保
育
士
の
確
保

推
進
事
業
に
取
り
組
む
。

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を

問　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
携

は
ど
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
の
協
力
で
全
組
織
を
対

象
と
し
た
体
力
測
定
の
取
り

組
み
が
で
き
な
い
か

答　

30
ク
ラ
ブ
中
19
ク
ラ
ブ

が
連
携
で
き
て

い
る
。
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
通
し

て
、
体
力
の
向

上
、
健
康
の
維

持
増
進
に
取
り

組
む
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
出
て
く

る
と
す
れ
ば
素

晴
ら
し
い
。
市

と
し
て
も
体
力

測
定
を
含
め
て

し
っ
か
り
と
支

援
し
て
い
き
た

い
。

浅田　　徹 議員
（新風とよおか）

命
と
暮
ら
し
を
守
り
、

地
域
を
ス
ポ
ー
ツ
で
元
気
に

平成31年2月に土砂災害特別警戒区域に
指定された神武山南側斜面

お
わ
び
し
ま
す

平
成
31
年
２
月
発
行
、21
頁
下
段
表
中
の
団
体
名
称
に
誤
り（
文
字
の
欠
落
）が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、「
豊
岡
市
商
工
会
」「
兵
庫
県
中
小
企
業
家
同
友
会
北
は
り
ま
支
部
」
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

木質ペレット製造の
現状について
〔北但東部森林組合  (株)豊岡ペレット〕

　市の面積約700㎞2の内、森林面積は約
550㎞2と約８割を占めている。
　平成16年には台風23号で山に放置された
間伐材の流出などにより大きな被害がでた。
　このことから、本市では平成19年から森
の資源を保全・再生・利活用することで循環
型社会の実現や産業の活性化を目指す「バイ
オマスタウン構想」の取り組みを進めてきた。
　平成23年には、国・県・市の補助を受け、
木質ペレットの製造が始まった。
　当初は順調に製造・販売ができていたよう
だが、化石燃料が低価格で推移し経営が悪化、

また製造機械の経年劣化および耐用年数８年
を経過することもあり、平成31年８月で木
質ペレット製造を中止するとの説明を受けた。
　非常に残念ではあるが、製造設備等の劣化
が激しく、いたしかたないように感じた。

建設経済委員会（4月15日）　

製造設備等の現状について説明を受ける委員
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災
害
時
要
援
護
者
登
録
に
関
す
る
陳
情
書　

  

全
会
一
致　

採
択

提
出
者

日
高
町
夏
栗
２
２
６　
　
　
　

 　

前
野　

辰
也

〔
要　

旨
〕

　

「
豊
岡
市
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
関
す
る
条
例
」
の
中
で
、

情
報
伝
達
等
要
援
護
者
の
範
囲
を
第
４
条
で
定
め
て
い
る
。
し

か
し
、
実
運
用
で
は
、
同
居
す
る
家
族
（
健
常
者
）
が
い
る
方

は
対
象
と
な
ら
な
い
と
定
義
し
運
用
し
て
い
る
。

　

実
災
害
を
考
え
る
と
同
居
す
る
家
族
（
健
常
者
）
が
在
宅
し

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
一
人
で
複
数
の
援
護
者
が
居

れ
ば
家
族
の
み
で
対
応
で
き
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

　

名
簿
に
記
入
さ
れ
な
い
と
地
域
の
協
力
も
得
ら
れ
に
く
く
な

り
、
本
条
例
の
趣
旨
に
反
す
る
。
何
よ
り
条
例
で
該
当
す
る
も

の
を
運
用
面
で
該
当
さ
せ
な
い
の
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
伝
達
等
要
援
護
の
範
囲
は
、
条
例
文
ど
お
り
と
し

て
ほ
し
い
。

〔
文
教
民
生
委
員
長
報
告
の
要
旨
〕

　

当
局
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結

果
、
陳
情
の
趣
旨
は
も
っ
と
も
で
あ
る
と
し
て
、
全
会
一
致
に

よ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　

反
対
・
賛
成
討
論
、
採
決
の
結
果　
不
採
択

提
出
者

日
高
町
野
々
庄
９
０
０
の
１

　
　
　
　
　

  

但
馬
労
働
組
合
総
連
合　

議
長　

田
中　

博
之 

〔
要　

旨
〕

　

労
働
者
の
実
質
賃
金
は
下
落
し
、
消
費
支
出
も
減
少
し
続
け

て
い
る
。
非
正
規
雇
用
者
が
全
労
働
者
の
４
割
に
達
し
、
不
安

定
な
仕
事
し
か
つ
け
ず
、
自
立
で
き
な
い
人
が
増
え
、
婚
姻

率
・
出
生
率
も
落
ち
込
み
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
親
の
貧

困
率
が
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
を
阻
害
し
て
い
る
。
２
０
１
８

年
の
最
低
賃
金
は
、
月
11
万
か
ら
14
万
円
の
手
取
り
し
か
な
ら

ず
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
は
で
き
な
い
。
地
域
間
格
差
が
労

働
力
の
地
方
か
ら
の
流
出
を
招
き
、
地
方
の
高
齢
化
と
地
域
経

済
を
疲
弊
さ
せ
て
い
る
。
地
域
経
済
の
再
生
た
め
に
地
域
間
格

差
の
是
正
と
政
治
的
決
断
で
、
１
０
０
０
円
の
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
格

差
を
な
く
し
、
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
実
現
す
る
た
め
の

意
見
書
を
国
に
対
し
て
提
出
す
る
よ
う
陳
情
す
る
。

〔
建
設
経
済
委
員
長
報
告
の
要
旨
〕

　

陳
情
内
容
を
慎
重
に
審
査
す
る
中
で
、
一
部
委
員
よ
り
不
採

択
の
立
場
か
ら
、
「
働
く
側
と
す
れ
ば
最
低
賃
金
が
上
が
る
方

が
い
い
が
、
出
生
率
や
婚
姻
率
の
因
果
関
係
は
、
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
。
こ
の
５
年
間
で
１
０
０
円
程
度
上
が
っ
て
い
る
。

１
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
性
急
で
あ
る
。
地
域
の
実

情
は
、
小
・
零
細
企
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
製
造
業
、
飲
食
業
等

の
地
域
産
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
本
陳
情
は
不
採

択
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
」

　

一
方
、
採
択
の
立
場
か
ら
、
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
親
の

収
入
に
よ
っ
て
決
定
し
、
母
子
家
庭
の
貧
困
率
が
高
い
。
事
業

所
を
困
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
企
業
へ
の
助
成
や
融
資
、

仕
事
起
こ
し
や
単
価
改
善
に
つ
な
が
る
施
策
の
拡
充
や
最
低
賃

金
を
改
善
す
る
こ
と
は
、
景
気
刺
激
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
陳
情
は
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。
」

　

こ
の
た
め
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採

択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

陳　
　
　

情

5月31日㈮
6月 1日㈯
 2日㈰
 3日㈪
 4日㈫
 5日㈬
 6日㈭
 7日㈮
 8日㈯
 9日㈰
 10日㈪
 11日㈫
 12日㈬
 13日㈭
 14日㈮
 15日㈯
 16日㈰

議会運営委員会

定例会（開会日）

通告締切（正午）

６
月
７
日
㈮　

９
時
30
分
開
会

※

１ 

定
例
会
（
一
般
質
問
）
終
了
後
に
開
催
し
ま
す
。

※

２ 

総
務
、
文
教
民
生
、
建
設
経
済
の
３
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

※

３
午
前
９
時
30
分
か
ら
人
口
減
少
対
策
等
調
査
・
防
災
対
策
調
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
午
後
１
時
か
ら
予
算
決
算
委
員
会

を
、
同
委
員
会
終
了
後
に
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
定
例
会
は
市
の
議
場
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
一
時
保
育
（
無
料
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
１
週
間
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

  

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
豊
岡
市
議
会
事
務
局
☎
０
７
９
６

－

23

－

１
１
１
９

6月17日㈪
 18日㈫
 19日㈬
 20日㈭
 21日㈮
 22日㈯
 23日㈰
 24日㈪
 25日㈫
 26日㈬
 27日㈭
 28日㈮
 29日㈯
 30日㈰
7月 1日㈪
 2日㈫
 3日㈬

一般質問
一般質問
一般質問
一般質問・予算決算委員会審査※1
委員会審査（常任委員会）／分科会審査※2

委員会審査（特別委員会）／予算決算委員会審査※3

議会運営委員会
定例会（閉会日）

６
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

（
6
月
７
日
〜
７
月
２
日
開
催
予
定
）

陳
情　

第
１
号

陳
情　

第
２
号

意
見
書
・
請
願
・
陳
情
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12月定例会の委員会審査における委員会意見と当局回答

史跡但馬国分寺跡土地買上げ事業
借家人補償未済に伴う損害賠償

職員の不適切な事務処理について業務体制、チェッ
ク体制の強化とともに、法令遵守の徹底を図り、今
後は、交渉等を行う際は、１人の職員に任せること
なく複数で対応する等、再発防止に努められたい。
 （文教民生委員会）
 

　職員に法令順守の徹底を図るとともに、疑
問・不明点は確実に確認するよう指導した。

業務については、交渉などは複数で対応すること、
協議記録を作成すること、進行管理に努めることを
あらためて確認した。 （教育総務課）

教育環境の整備
幼稚園等への空調設備整備、小・中学校コン

クリートブロック塀等対策工事については、子ども
たちの安心・安全を確保するため、工期等のさらな
る検討、工夫を行い、早期稼働、設置に努められた
い。 （予算決算委員会）
 

【幼稚園等への空調設備整備】
　設置が容易な壁掛け型タイプで整備したり、

可能な園では小学校と合わせて施工するなどの工夫
をし、早期完成を目指す。

【小・中学校コンクリートブロック塀等対策工事】
　目視点検で緊急を要すると判断したものは施工済
みであるが、その他については、塀内部を含む安全
点検の結果を踏まえ、設計に着手している。
 （教育総務課）

出石文化会館解体設計監理業務
解体設計監理費としては高額な予算であり、

また解体工事費についても高額な費用が想定される
ため、軽減に向け、厳正な検証を行ったうえで実施
されたい。
　また、解体が完了するまでの間、施設の安全対策
に万全を期されたい。 （予算決算委員会）
 

　出石文化会館解体に当たっては、工事内容
等について精査を行い、コスト縮減に努めたい。

　　また、施設の安全対策についても十分配慮した
い。 （文化振興課）

豊岡市立まちなか交流館
新しい市街地の顔として「お菓子」をテーマ

とした賑わいの創出、そして地域経済に好影響を及
ぼすというコンセプトの施設であったと思うが、ま
だまだ未達成の状況にあると認識している。
　５年間の指定管理期間延長ということであるが、
指定管理者は当初の目的をしっかりと受け止め、そ
の達成に向け十分努力されることを期待する。

（建設経済委員会）
 

　指定管理者と面談し、建設経済委員会での
審議内容及び委員長報告で付された上記意見

について説明し、協力を求めた。
　また、監査委員による「指定管理施設の監査」を
受けた際にも同様の指摘を受けており、次期指定管
理期間の５か年計画の中で「お菓子」をテーマとし
た事業内容を強化するよう改めて協力を求めた。
 （環境経済課）

出石多目的ホールの利活用
より市民が利用しやすく、活用される施設に

するために、市民、文化団体等の意見を反映し、市
民の文化振興に資する施設となるよう利活用方法等
について十分検討されたい。 （文教民生委員会）
 

　出石多目的ホールは、市民センターの一施
設としての位置付けとなったが、利用方法等

は従前のままで変わらない。
　今後も市民の文化振興に資する施設となるよう努
めたい。 （文化振興課）

　常任委員会や特別委員会は、議案などを審査し、その可否を決定します。その審査の過程で、
市当局に対して意見や要望に付すことができます。
　それに対して、市当局は指摘の内容が妥当であるか、要望が実現できるかなどを検討し、次の
定例会の際、報告することになっています。
　これは、議会でまとめられた意見が、単に一方的なもので終わってしまわないよう、市当局と
議会が議論のキャッチボールをしながら市政運営を行っている取り組みの一端です。
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木
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土
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村
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峰
男

○20

▼
新
元
号
「
令
和
」
日
本
最
古
の
歌
集

「
万
葉
集
」
か
ら
引
用
さ
れ
ま
し
た
。

梅
花
の
歌
三
十
二
首
の
序
文
が
由
来
。

厳
し
い
寒
さ
の
中
、
梅
は
ど
の
花
に
も

先
駆
け
て
咲
き
始
め
る
。
平
和
の
花
、

幸
福
の
花
が
咲
き
薫
る
こ
と
を
願
い
た

い
も
の
で
す
。

新
し
い
時
代
を
、
新
し
い
決
意
で
出
発

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
議

会
だ
よ
り
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま

れ
、
読
ん
で
い
た
だ
く
広
報
紙
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
あ
し
だ　

た
け
ひ
こ
）

▼
議
会
広
報
広
聴
の
委
員
と
な
り
２
年

目
に
入
り
、
議
会
と
市
民
と
の
接
点
を

た
く
さ
ん
増
や
す
こ
と
が
、
議
会
だ
よ

り
の
魅
力
を
増
す
の
だ
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
市
民
の
顔
を
さ
り
げ
な
く

載
せ
つ
つ
、
時
間
は
か
か
っ
て
も
声
を

集
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
を
と
お
し
て
、
市

の
政
策
や
課
題
を
中
高
生
な
ど
に
も
理

解
で
き
る
よ
う
に
、
議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
い
し
づ　

ひ
と
み
）

編
集
後
記

議会広報広聴特別委員会

■第9回 菓子祭前日祭

■竹野港 海町マーケット

■城崎温泉まつり
　「古典行列」

■出石初午「白ギツネの巫女」
み　こ


